
日
本
の
鋸

、
そ
の
歴
史
と
現
状

「
中
や
久
作
」
の
検
討
を
中
心
に

西

和
夫

は
じ
め
に

日本の鋸、その歴史 と現状

日
本

の
大

工
道

具

の
歴
史

に

つ
い
て
は
、

村
松
貞

次
郎

・
中

村
雄

三

・
土

田

一
郎

・
平

沢

一
雄

・
渡

辺
晶
等

の
諸

氏

に
よ

る
多

く

の
論

考

が

あ

る
。

し

か
し
、

こ

こ
数
年

ラ
イ
デ

ン

(オ
ラ

ン
ダ

)
国

立
民
族

学
博
物

館

(以
下

ラ
イ
デ

ン
博

と
略

記

す
る
)
所
蔵

に
な
る

日
本

　
ユ

　

の
大

工
道
具

の
調
査

を
行

い
、
史

的
検

討

を
加
え

た
結
果

痛
感

さ

せ
ら
れ

た

の
は
、

こ

の
大

工
道

具

を
検

討
す

る
た
め

に
必
要

な

こ
と
、

知

り

た

い
こ
と

は
、
ほ

と
ん

ど
何

も

わ

か

っ
て

い
な

い
と

い
う
実

情

で
あ

っ
た
。

　
　

　

ラ
イ
デ

ン
博

所
蔵

の
大
工
道

具

の
検
討
結

果

は
既

に
述

べ
た

の
で
、

こ

こ
で
は
ご
く
簡

単

に
触

れ

る
だ

け

に
し
よ
う
。

す

な
わ

ち
、

長

崎

出

島

の
オ

ラ

ン
ダ

商
館

に
勤

め

た

ヤ

ン

・
コ
ッ
ク

・
プ

ロ
ム

ホ

フ
、

ヨ
ー

ハ
ン

・
オ

ー

フ

ェ
ル
メ

ー

ル

・
フ

ィ

ッ

セ

ル
、

フ
ィ

リ

ッ

プ

・
フ
ラ

ン
ツ

・
シ
ー
ボ

ル
ト

の
三
人

が

一
八

一
七
年

か
ら

二
八
年

ま

で

の
間

に
日
本

で
収
集

し

た
、

カ

ン
ナ

(鉋
)
・
ノ
ミ

(竪
)
・
キ

7



リ

(錐

)
・
ノ

コ
ギ

リ

(鋸

)
な

ど
少

な
く

と
も

一
五
七
点

が

ラ
イ
デ

ン
博

に
現
存

し
、
長
崎

の
絵
師

川

原
慶

賀

(ま
た

は

そ

の
工
房
)

が
描

い
た
道

具
図
も

三
人

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン

に
そ

れ
ぞ

れ
あ

る
。

こ

の
大

工
道

具

の
検

討

は
、
当

時

の
日
蘭
交
流

の
様

相

を
明
ら

か

に
す

る
こ

と

に
通

じ
る

の
み
な

ら
ず
、

当
時

の
日
本

の
大

工
技
術

、

さ
ら

に
は
日
本
建

築

の
実
態

を

明
ら

か

に
す

る

こ
と

に
も
役

立

ち
、
大

き

な
歴

史
的
価

値

を
も

っ
て

い
る
。

大

工
道

具

は
、
本
来
使

う

も

の
で
あ

っ
て
鑑
賞

す
る
も

の
で
は
な
く

、
儀
式

用

の
も

の
を

除

い
て
後

世

に
残

り

に
く

い
。

日
本
国
内

に

は
竹

中
大

工
道

具
館

を
は

じ

め
大

工
道

具
を
収
集

し
て

い
る
と

こ
ろ

は
多

い
が
、

年
代

が
明
確

な
大
工
道

具
と

な

る
と
意
外

に
少
な

く
、

確
実

に
江
戸

時
代

の
も

の
と
な

る
と
、

さ
ら

に
少

な

い
。

一
八

一
七
年

か
ら

二
八
年

に
収

集

さ

れ
た

こ
と
が
明
確

で
、
多

数

が
ま

と
ま

っ

て
伝

え

ら
れ

て

い
る
ラ
イ
デ

ン
博

の
こ

の
大
工
道

具

は
、
実

に
貴
重

な
存

在

で
あ

る
。

ラ
イ

デ

ン
博

の
大

工
道

具

の
検
討

は
、

種

々

の
知
見

を

も
た
ら

し
た
。

中

で
も
興
味

深

い
の
は

「
中

や
久

作
」

の
刻
銘

を

も

つ
鋸

が

三

点

(
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ

ン
を
含

め
る
と

四
点

)
見
出

さ
れ
た

こ
と

で
あ

る

(図

1
)
。

当

然
、

「
中

や
久

作
」

と
は
誰

か
、

い

つ
の
人

か
、

ど

こ

の
人

か
、

こ
れ
を
知

る

こ
と
が

必

要

と
な

る
。
鋸

の
作

者

は
名

前

を
襲

名

す

る
こ
と

が
あ

る

か
ら
、
何

代

目
な

の
か
、

こ
れ

も
問
題

と
な

る
。

も

ち
ろ
ん
、

こ
れ

以
外

に
も
検
討

す

べ
き
多

く

の
課
題

が
あ

る
。

し

か
し

こ
こ

で
は
、

「中

や
久
作

」

と
は
誰

な

の
か
、
そ

し

て
な
ぜ

オ
ラ

ン
ダ
商

館

の
人

た
ち

の
手

に

こ
の
鋸

が
渡

っ
た

の
か
、

こ
の
点

に
的

を
絞

っ
て
検
討

す

る

こ
と

に
し
よ
う
。

鋸

の
作
者

の
検

討

は
、

今

ま

で

に
も
行

わ
れ

て

い
る
。

た
と

え
ば

村

松

氏

は
、

「
と
く

に
大

工
道

具

の
産

地

で
知

ら
れ

て

い
る

の
は
堺

と

三
木

と
三
条

で
あ

る
」

と
述

べ
、

「
堺

は
そ

の
中

で
も
先
進
地

」

で
、

「
か
な

り
古

く

か
ら

ノ

コ
ギ

リ

の
生
産

が
行

な

わ
れ
、

そ

の
技
術

が
大

阪

・
伏

見

・
三
木

な
ど

へ
伝
播

し

た

こ
と

も

か
ん
が

え
ら

れ
」

「
や

が

て
西

の
三
木

、
東

の
三
条

が
大

工
道

具
生
産

の
主
座

を
占

め

　
ヨ

　

る
よ
う

に
」

な

っ
た

と
指

摘

し

て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
三
木

(兵
庫

県
)

や
三
条

(新
潟

県
)

が
鋸

の
産
地

で
あ

る

こ
と
を
指

摘

す
る
論

考

は
多

い
が
、
遺

憾

な
が
ら

ほ

と
ん
ど
根
拠

が
不

明

で
あ

る
。
資

料

が
十

分

で
な

い
た

め
伝

聞

に
頼

ら
ざ

る
を

え

な

い
の
は
や

む
を

え

な

8



日本の鋸、 その歴史 と現状

才

'㌘!

燕

1ずエ ゼ モ

蟻
講 む

寧鞠'

乎

ヒ,∫

　 マ

∵/圃 「・渉
ら ヨ セ ド ウ ド ヌ

総メ磁

蠣1 渉
qR,,:;:

図1ラ イデ ン国 立 民 族 学 博 物 館 所 蔵 「中 や久 作 」 銘 の鋸(長 さ75、4㎝)

(プ ロムホ フ ・コレクシ ョン。左:全 景、右=首 の部分。 ライデ ン国立 民族学博 物館 の他の2

本 もほぼ同 じ銘)

9



い
が
、
鋸

の
作
者
の
研
究
は
十
分

に
行
わ
れ
て

い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

10

 

一

「中
や
久
作
」
に
関
す
る
従
来
の
論
考

「
中

や
久
作

」

を
検
討

す

る

に
当

た
り
、
今

ま

で
ど

の
よ

う
な

こ
と
が

わ

か

っ
て

い
る
か
、

「中

や
久

作
」
だ

け

で
な
く

「中

や
」
全
般

に

ひ
ろ
げ

て
見

て
お
く

こ
と

に
し

よ
う
。

「
中

や
久
作
」

に

つ
い
て

の
言

及

で
管

見

の
及

ぶ
範

囲

で
最

も
早

い
の
は
、
村

松

氏

の

『大

工

道

具

の
脆
肥
』

(
一
九

七

三
)

の
よ
う

で
あ

る
。

江
戸

の
中

屋
平
次
郎

の
油
焼

入

れ

の
技

術

を

天

ぷ
ら

の
匂

い
を

ヒ

ン
ト

に
し

て
取

得

し

た

の
が

「
古
今

の
名

工

と
よ
ば

れ
た
十

五
代
中

屋
久

作

だ

、

と

い
う
話

も

あ

る
」

と
紹

介

さ

れ
た
。

し

か
し
、

「名

工
談

と

し

て
職

人

仲

間

に
伝

え

ら
れ

た
話

」
だ

と
断

っ
て

い
て
、
確

か
な
根

拠

を
も

つ
も

の

で
は

な

い
。

村
松

氏

は
同
書

で
、
会

津

の
中

屋
重

左
衛
門

に
学

ん

で
天
保
十

三
年

(
一
八

四

二
)

に
二
五
歳

で
帰

郷
開
業

し

た
中

屋
庄
兵

衛

が
脇

野

(現
在

の
新

潟
県

三
島
町

、
鋸

の
産
地

と

し

て
著
名

)

の
鋸

の
元
祖
だ

と

さ
れ
、

『雍

州
府

志
』

(貞
享

元
年

.

一
六

六
四
、

黒
川
道
祐

著
)

に
鋸

は

「
伏
見
中

屋

の
鍛

ヘ
ル
所

ヨ
シ
ト

シ
、
人

コ
レ
ヲ
求

ム
」

と
あ
り
、

『御

大
礼
記
念

京
都

府
伏

見
町
誌

』

(明

治

四
年

)

に
は

「伏

見

ノ

コ
の
起
源

は

四
百
余

前

に
東
中

屋
某

が
製
作

を
始

め
、

つ
い
で
中
屋

・
谷

口
の
両
家

も
製

作
着

手
、
中

屋

は
関

東
地

方

に
、

谷

口
は

関

西
地
方

に
主

と

し
て
販
路

を
有

し

た
」

と
あ

り
、

「
京
都

で
ノ

コ
ギ

リ

の
打

ち
方

を

習

っ
た

」

と
伝

え

る
中

屋

清
右

衛

門
が

江
戸

中
期

に
会
津

で
活
動

し
、
脇

野

の
中

屋
庄
兵
衛

は

そ

の
弟

子

で
、

こ

の

「
庄
兵
衛

の

一
族

・
同
門

が
中

屋

(中

谷

.
仲

屋

.
仲

谷
)

を
称

す
る

ノ

コ
ギ

リ
鍛

冶

と
し

て
」
脇

野

や
三
条

さ
ら

に
江
戸

で
活

動
し

た
、

と
さ
れ

て

い
る
。

同
書

に
は

こ
れ
以
外

に
も
中
屋

に

つ
な
が

る
人
物

が
紹
介

さ
れ

て

い
る
が

、

い
ず

れ
も
断

片
的

で
、
中

屋

の
系
譜

を
村
松

氏

の
論

考

を
も

と

に
し

て
整

理
す

る
の
は
困
難

で
あ

る
。

村
松
氏
は
・

『続

・
道
具
曼
藩

』

二

九
七
八
)
で
も

「
+
五
代
中

屋
久
作
」
を
紹
介

し
、
「東
京
小
石
川

の
白
山

に
仕
事
場
を
持

っ

て

い
た
明

治
前

期

の
名

工
」

で
、

「笹

葉
銘

と
呼
ば

れ

る
独

特

の
太

い
、
笹

の
葉

を
散

ら

せ

た
よ

う

な
銘

で
知

ら

れ

て

い
る
」

と
し
、
前
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述

の
天

ぷ
ら

の
匂

い
を

ヒ

ン
ト

に
秘
伝

を
知

っ
た

と

い
う
話

と
、

そ

の
人

と
は
知

ら
ず

に
黒

田
清
隆

か
ら
注
文

を
受

け
た

と

い
う
話
を
紹

介

し

、
後
者

は
土

田

一
郎
氏

か
ら
聞

い
た
と
断

っ
て

い
る
。

　
　

　

そ

の
土

田
氏

は
、

『
日
本

の
伝
統

工
具
』

(
一
九

八
九
)

で
同

じ

ふ
た

つ
の
話

を
紹
介

し
、

「十

五
代

、
仲

谷
久

作

」

の
銘

を
刻

ん
だ
鋸

を
写
真

で
紹
介

し

て

い
る
。

た
だ

し
、
写
真

の
刻

銘

の

「仲

谷
」

は
、

そ
う
言

わ
れ

れ
ば

仲

谷

と
読

め
る
が
、
何

も
知

ら
な
け

れ
ば

そ
う

は
読

め
そ
う

に
な

い
。
村

松

氏

も

『続

・
道

具
曼

茶
羅

』

で

「
笹
葉
銘

久
作

」

と
題

し

て

「十

五
代
中

屋
久
作

の
鍛

え
た
鋸

」

を
写

真

で

紹
介

し

て

い
る

の
だ
が
、

紹
介

さ
れ

て

い
る
鋸

に
は

「十

五
代

」

と
は
刻

ま
れ

て

お
ら
ず

、
土

田
氏

が

「仲

谷
」

と
す

る
そ

の

「
谷
」

に

類
似

し

た
文
字

が
刻

ま
れ

て

い
る
も

の
の
、

「
谷
」

な

ら
と

も

か
く
、

「
屋
」

と

は

と

て
も
読

め
な

い
し
、

「作

」

の
文
字

は
読

み

と
れ

て

も

「
久
作

」
と
読

む

の
は
む
ず

か
し

い
。
な
ぜ

こ
れ
を
村
松

氏

が

「仲

谷
」

で
は
な
く

「
十

五
代

」

の

「中

屋
」

と

さ
れ
た

の
か
は
不
明

だ
が

、
「
中

」

と

「仲

」
、

「
屋
」

と

「
谷
」

は
混

用
す

る

か
ら

ど

ち
ら

で
も

よ

い
、

と
考

え

ら

れ
た

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

そ
れ

に
し

て
も

、
「
笹
葉

」

と
呼

ぶ
に

ふ
さ
わ
し

い
形
態

が
刻

ま

れ

て
い
る
だ
け

で
、

「中

屋
」

あ

る

い
は

「
仲
谷
」

い
ず

れ

と
も
読

み
取

る
の
は

む

ず

か
し

い
。

お
そ

ら
く
、
伝

承

と
総
合

さ
せ

て
村
松

氏

は

「
十

五
代

中

屋
久
作

」

と
判
断

さ

れ
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

(
7

)

こ
れ

に
先
立

ち
吉

川
金
次

氏

は
、

『鋸
』

(
一
九

七
六
)

で
、
館
山

市

の
中

屋
久

作

か
ら

一
九

六
五
年

に
直
接
話

を
聞

い
た
が
、

そ

の
時
、

久
作

は
六

八
歳

だ

っ
た

こ
と
、
中

屋

は
関
東

・
越

後

・
東
北

に
多

い
こ
と
、

三
木

市

の

「
黒

田
家
文

書
」

に
中

屋
が
出

て
く

る

か
ら
江

戸

時
代

に
は
中
屋

が
あ

っ
た

こ
と
、
中

屋
久
作

は
何

軒

も
あ

り
、
も

っ
と
も
有

名

な

の
は
東
京

の

「中

橋

の
久

作
」

で
あ

る
こ
と
を
紹
介

さ

れ

て

い
る
。

(
8

∀

平

沢

一
郎

氏

は
、

『鋸
』

(
一
九

八
〇

)

で
、

「中

屋
久

作
」

の
鋸

を
紹
介

さ

れ
、

「
い
わ

ゆ
る
笹
葉
銘

に
似

た
」
銘

が
切

ら

れ

て
お
り
、

銘

の

「
中

屋
と
思

わ

れ
る
部
分

は
、

そ
れ

と
判

読

し

が

た

い
が
、

久
作

は
、
大

き

く
明

瞭
」

だ

と

し
、
「
銘

の
右

肩

の
と

こ

ろ

に

『十

五

代
』

と
あ

る
」

と
さ
れ

て

い
る
。

年
代

を

「
明

治
時

代

」

と
す

る

の
だ

が
、
根
拠

は
示

さ

れ

て

い
な

い
。

ま

た
、

「当

時

は
、
久

作

を
名

乗

っ
た
」

の
は
館
山

の
久
作

、
東

京
神

田

の

「
中
橋

の
久
作

」

な
ど

が
あ

る
が
、
平

沢
氏

が
紹

介

さ
れ

て

い
る
鋸

の
作
者

は

「東

京
小

石

ll



川

の
住

人

と
聞

い
て

い
る
」

と
さ

れ
て

い
る
。
　
　

　

こ

の
う

ち
村

松

氏
が
紹

介

さ
れ

た

『雍
州

府
志
』

の
記

事

は
、

鋸
、
所

々
鍛

工
打

レ
之
其
内

専
造

レ
之
家

多
號

二
天

王
寺
屋
訥

始
振

州
天

王
寺
門

前
鍛

冶
造

レ
之
、

倭
俗
山

人
木

客
謂

レ杣

、
杣

人
自

二
新

秋

一至

二初

冬

]入

二
山
林
ハ

伐

二
取
材
木

ハ
其

所

レ用

之
大
鋸

伏

見
中

屋

之
所

レ鍛

、
為

レ好

人
求

レ
之
、

と
な

っ
て

い
て
、

実

は
鋸

で
は
な

く
大
鋸

の

こ
と

で
あ

る
。
大

鋸

は
伏
見

の
中

屋
が
作

っ
た
と
書

か
れ

て

お
り
、
鋸

は
大

阪

の
四

天
王
寺

門
前

の
鍛

冶

が
作

っ
た

こ
と
、
天

王
寺

屋

と

の
屋
号

が
多

い
こ
と
を
述

べ
て

い
る

の
だ
が
、

大
鋸

も
鋸

の

一
種

だ

と
考

え

れ
ば

「中

屋
」

に
触

れ
た
最
初

の
記
事

と
な

ろ
う
。

こ

の
他
、

『大

工
道

具

の
ふ
る
さ

と
古

今
東

西
』

(竹

中
大

工
道

具
館
企

画
展

図
録

、

一
九
九
〇

)

は
、

鋸

の
系
譜

を
わ

か
り
や

す
く
整

理

し

て

い
て
便

利

だ
が
、

中
屋
久

作

に

つ
い
て
説

明
し

て

い
る
わ
け

で
は
な

い
。
竹

中
大

工
道

具
館

に
は
胴
付

き
鋸

(中

屋
久

作

.
昭
和

-
期
)

と
押

え
挽

鋸

(中

屋

久
作

・
明
治

時

代

)

の

二
点

が

収

蔵

さ

れ

て

い
る

こ

と

が

『竹

中

大

工
道

具

館

収

蔵

品

目
録

第

1
号
、

　り

　

鋸
篇

』

(
一
九

八
九
)

で
知

ら
れ

る
が
、
江

戸
時
代

に
遡

る
も

の
は
な

い
。

以
上

の
よ
う

に
、
中

屋
久
作

に
関

す

る
論
述

は

い
く

つ
か
あ

る
も

の
の
、

中
屋
久

作

の
江
戸

時
代

の
様
相

を
知

る

の
は
ま

っ
た
く
困
難

な
現
状

に
あ

る
。
ま

た
、
中

屋
久
作

の
手

に
な
る
鋸

も

い
く

つ
か
紹
介

は
さ

れ

て

い
る

が
、
「
十

五
代

中

屋
久

作
」

を
除

く

と
、
年

代
等

は
明
確

な
も

の
が
な

い
。
江

戸
時

代

に
遡

る
も

の
も
な

い
。

つ
ま
り
、

ラ
イ
デ

ン
博

の
鋸

の

[
中

や
久

作
」

が
ど

こ

に

い
た

か
な

ど
、

ま

っ
た
く

わ
か
ら
な

い
の
で
あ

る
。
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二

江
戸
時
代
の

閏中
や
久
作
」

ラ

イ
デ

ン
博

の
鋸

の
銘

は
、

三
本

と

も

「中

や
久

作
」

で
あ

る
。

「中

」

で

あ

っ
て

[仲
」

で
は

な

い
こ

と

は
明
確

だ

が
、

「
や
」
が
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「
屋
」

あ

る

い
は

「
谷
」
、

い
ず

れ
を

平
仮
名

に
し

た
も

の
か

は
わ

か
ら

な

い
。

「
中

や
久
作
」

の
銘

を

も

つ
鋸

は
も

う

ひ
と

つ
、

コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ

ン

(デ

ン

マ
ー
ク
)

の
国

立
博
物
館

に
も
あ

る
。

一
八
六

六
年

に
ブ

ロ

ッ
ク
氏

か
ら
寄

贈

さ
れ

た
も

の
だ

が
、
詳

し

い
来

歴

は
不
明

で
あ

る
。
銘

を
よ

く
見

る
と
、

ラ
イ
デ

ン
博

の
三
点

と

は
刻

み
方

が
異
な

り
、

特

に

「
や
」

の
文
字

は
字

体

が
異

な

る
。

ま

た
、

「
作
」

の
字

は
柄

の
中

に
ほ
と

ん
ど

入

り
込

ん

で

い
て
全

体

は
見

え
な

い
。

し

か
し
、

見

え

て

い
る
部
分

か
ら
推

し

て

「作

」

と
読

ん
で
差

し
支

え

な

い
と
思
わ

れ
る
。

こ

の
よ
う

に
、

江
戸
時

代
、

一
八

二
〇
年

こ
ろ

の

「中

や
久
作

」

の
銘

を
も

つ
鋸

が
合
計

四
点
存

在

す

る
。

「久

作
」

が

ひ

と
り

の
人

物

か
、

居
住
地

は
ど

こ
か
、

い
ず

れ

も
わ

か
ら
な

い
の
は
先

に
述

べ
た
通

り

で
あ

る
。

だ

が
、

こ

の
ま

ま

で
は
、
な
ぜ
長

崎
出

島

の
オ
ラ

ン
ダ

商
館

の
人

た

ち
が

こ

の
鋸

を

入
手

し
た

の
か
、

そ

の
検

討

さ
え

で
き
な

い
。

も

う
少

し
作

者

に
関

す

る
手
掛

り

は
な

い
も

の
だ

ろ
う

か
。こ

こ
で
、

「
久
作

」

に
限
ら
ず

「中

屋
」

に
対
象

を
広
げ

て
、

改

め

て
検
討

し

て

み
る

こ
と

に
し
よ

う
。

江
戸
時

代

の

「
中
や
」

に
関

す

る
資

料

は
非
常

に
少
な

い
。
先

述

の
通

り

一
六

六

四
年

の

『雍
州

府
志

』

に

「伏

見
中

屋
」

と
あ

り
、

ま
た
、
三
木

の
大
工
道
具

の
問
屋
と
し

て
名
高

い
黒
田
家

に
伝
わ
る

藷

鍛
冶
方
象

』

(文
化
+

一
年

一
△

五
)

の

「
鋸
鍛
冶
連

名

」

の
項

に

「中

屋
藤

兵
衛

」

の
名

が

あ

る
か
ら
、
江
戸

時

代

に
活
動

し

て

い
た

こ
と

は
確

か

で
あ

る
。

で
は
、

そ

れ
以
外

の

と
こ
ろ

で

は
ど
う
だ

っ
た

か
。
以

下
、
脇

野
を
例

に
し

て
検

討

す
る

こ
と

に
し
よ
う
。

　
ロ
　

「脇

野
町
鋸

の
生

み
の
親

」

(『
一二
島

町
史
』
)

と
言

わ

れ

る

の
が
中

屋
庄

兵
衛

で
あ

る
。

師
匠

は

「会

津

鋸
中

興

の
祖

」
中

屋

重
左

衛
門

で
、
庄

兵
衛

は
油
焼

入

れ
を
重
左

衛
門

か
ら
教

え
ら
れ

た

こ
と
な
ど

が
知

ら
れ

て

い
る

の
は
既

に
述

べ
た
。

し

か
し
、
多
く

は
伝
聞

で
、

直

接

そ
れ
を
裏

付

け
る
資
料

に
乏

し

い
。
し

か
し
庄

兵
衛

に

つ
い
て
は
、

安
政

六
年

(
一
八
五
九
)

の
没

(四

二
歳

)
、
法
名

は
釈

順
説
、

上
岩

井

の
西
照
寺

に
墓

が
あ

る
こ
と
な

ど
を

『
三
島

町
史

』

が
述

べ
て
お
り
、
実

在

が
裏
付

け
ら

れ
る

と
判
断

し

て
よ

い
で
あ

ろ
う

。

ま

13

た
重
左
衛
門
も
、
明
治

二
年

(
一
八
六
九
)
三
月

二
十
四
日

の
没

(五
〇
歳
)
で
、
法
名
は
常
誉
喜
法
居
士
、
会
津
若
松
大
町
の
融
通
寺



に
葬
ら
れ
て
い
る
と

『三
島
町
史
』
が
述

べ
て
い
る
の
に
従
え
ば
、
こ
れ
も
実
在
し
た
と
判
断

さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う

に
、
幕
末
期

の
三
木

・
脇
野

・
会
津

で
中
屋
姓
の
人
物
が
確

か
に
活
動
し
て
い
る
。

し
か
し
中
屋
久
作

の
名
は
ま

っ
た
く
見

当
た
ら
な

い
。
で
は
、
明
治
時
代
以
降
は
ど
う
で
あ

ろ
う
か
。

明
治
に
入
る
と
、
桐
生

(群
馬
)

の
中
屋
熊
五
郎

の
活
動
が
資
料
で
裏
付
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
平
沢
氏
が
写
真
版

で
紹
介
さ
れ
た

第

一
回
全
国
天
王
寺
鋸
伐
木
品
評
会

の

一
等
賞

の

『賞
状
』

(明
治
三
十
六
年
十

一
月

二
十
三
日
付
)

に
確

か
に
熊
五
郎

の
名
が
あ
り
、

同
じ
く
平
沢
氏
が
や
は
り
写
真
版

で
紹
介
さ
れ
た
明
治
三
十
六
年
十
月
二
十
日
付

の

『江
州
大
鋸
鑑
定
書
』

に
は
、

「衆
望
鑑
定
人
中
屋

　ほ

　

熊

五
郎

」

と
と
も

に

「介
添

人

」

と
し

て

「中

屋
久

作
」

の
名

が
見
え

て

い
る
。
平

沢
氏

は

「久

作
」

に

つ
い
て
は

ま

っ
た
く
触

れ

て
お

ら

れ
な

い
が
、

こ
の
時
点

で

「
久
作

」
が

そ
れ
な

り

の
存

在
を

認

め
ら

れ

て

い
た

こ
と
が
確

認

さ
れ

る
。

し

か
し
、

ラ
イ
デ

ン
博

の
鋸

の

「
中

や
久

作
」

の
こ
と

は
、

ま
だ

ま

っ
た
く

わ

か
ら
な

い
。
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三

大
正
十
五
年
の
脇
野
町
の
鋸

次

に

「大

正
十

五
年

七
月

廿
日
印

刷
、

同
年

五

月
廿

五

日
発

行
」

の

『脇

野
町
市

街
略

図
』

(三
島

町
郷

土
資

料

館

所
蔵

.
図

2
)
を

も

と

に
し

て
、

大

正
十

五
年

の
脇

野
町

の
様

相

を
見

る

こ
と

に
し
よ

う
。

こ
の
図

は

ほ
ぼ
西

を

上

に
し

て
描

か
れ

て

い
る
。
大

正

五
年

(
一
九

一
六

)
開

通

の
長
岡
鉄

道

が
東
端

を
走

り
、

「脇

野
町
停

車
場

」

も
見

え
て

い
る
。

こ

の
鉄
道

は
昭
和

四
十

七
年

(
一
九

七

二
)

に

廃

止

さ

れ
、

現
存

し
な

い
。

「名

所
及
各

営
業
者

案
内

」

と
図

の
副

題

に
あ

る
通

り
、

神
社

や
石
碑

も
描

き
込

ま
れ

て
お
り
、

「御
成

婚

記

念

碑

」

と
と
も

に
中

屋
庄

兵
衛

の
顕
賞

碑

も
見
え

て

い
る
。

図

の
周
囲

に
は

一
六

の
広

告
が

あ
り
、
鋸

工
場

四
、
酒

(醸

造
)

四
、
旅

館

(う

ち

一
軒

は
料

理
屋

と
運
送

屋
を
兼

ね
る
)

二
、
銀

行

一
、
自
転

車

一
、
菓

子

一
、

仕
出

し

一
、

材
木

(旅
館

と
兼

ね

る
)

と
劇

場

一
、

と

な

っ
て

い
る
。
広

告

は
そ

の
土
地

の
有

力
産
業

を
反
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鄭

Eヨ

薩

野町役
燭

⑪

薩翻 中屋を屋号とする轄店および工場

0中 屋姓以外の鋸店および工場

■■■闘 鋸以外の打刃物の店および工場

[=コ その他

図2『 脇野 町市街略 図 名所 及営業者案内』(三 島町郷土資料館所蔵)に よる中屋 お よ

び打 刃物店(図 をもとに描き起 こした。上が北。各戸の営業者名は省略した)
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㎜

映

す

る
か
ら
・
酒

(醸

造
)

と
並

ん

で
鋸

毒

が
有

力

産
業

だ

っ
た

こ
と

を
示

す
.

鋸

工
場

は
、
中

屋
庄

三
郎

(大

工
鋸

専
門

)
、
中

屋

源

二
郎

(旭

正
宗

印

鋸
・

製
造
販

売
、
柳

貞
次

)
、
松

葉

屋
鋸
店

(玉
打

松
葉

屋
印
、

廉
価

多
売

主
義

、
優
良

無
比
保

険
附
鋸

)
、
中

川
藤

蔵
鋸

工
場

(明
治

四
+

三
年

と
大
正

三
年

に
褒
賞

を
受

け

た
と
述

べ
て

い
る
)

の
四
点

で
あ

る
。

広
告

に
よ
れ
ば

・
中

屋

源

二
郎

の
鋸

は

「旭

正
古不
印
」

で
、
本
名

は
柳

貞
次

と

な

っ
て

い
る
.

屋
号

と
本
名

は
別

で
あ

る
.、
と

が
明
確

に
な

る
・

で

は
中

屋
庄

三
郎

は
ど
う
だ

ろ
う

か
。

「
登
録

商
標

」

が

二
重
丸

の
中

に

「東

」

の
文
字

と
な

っ
て

い
る

の
を
見

る
と
東

姓

で

は
な

い
か
と
推
測

さ
せ

る

の
だ
が

、

こ
の
点

は
別

な
資

料

で
裏

付

け
ら

れ
る

の
で
後

で
詳

し
く
述

べ
よ
う
。

ま
た
地
図
を
見
る
と
・
崖

姓

の
鋸
店
は
三
〇
軒

他
姓

の
鋸
店
は
⊥ハ
軒

他

の
道

具
店

(墾

.
鉋

.
手
斧

.
鋏
な
ど
)
は
五
軒

で
、

大
工
道
具
製
造
者
四

舜

中
八
割

募

強
が
鋸
製
造
業
、
そ

の
う
ち
八
割
以
上
が
中
屋
姓
を
名
乗

っ
て
い
る
.
鋸
店

は
隣
接
し
て

鋸

工

場
」

を
必
ず

も

っ
て

お
り
、

い
わ
ゆ

る
家

内

工
業

で
あ

る

こ
と

を
示
す
。

こ
の
三

〇
軒

の
中

屋

に

「中

や
久
作

」

の
名

は
見
ら

れ
な

い
。

こ
こ

で
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●遷膚鼠 住斯 魔蟹 讐露圧名 嘗貫綱劉 ■●

1 粟鼠 挿田匿軸息町1-1i 中聰仁三鰯 大工道具 打刃物樋石

z 藁東 禦橘区率A丁 煽1・15 中厘扇店 清水喜案郁 麗聾● 打刃蝋 石

3 東窟 小石川匿氷川町 中口歯 罐 打刃物確石

4 稟窺 小石川匿酉暉町2・29 中■謝 撃 舖 打"轡砥石

5 粛鼠 小石川区楢ケ谷町35 中腫久伸 饅 打刃物罎石

6 軍窟 皐螂鷹駒込緯町2Z8 中置牽次鯵 離 打刃物巴石

7 粟窟 北豊且5茜 巣鴨町油籔508 中量東宿 鑓 弼珂物礪石

8 紳豪川 足輌下刷 咽原嗣}町zs 中澱蚤准鰯 鰯大工遵具 打刃物確石

9 員口 賛嘱繍三ホ町駅舗 中塵揃五郎 村上彌三富 ｠ 打刃物鞭石

is 覇澗 増舶闘 上町庄内町 中置瀕十麟 萬貫■愈物

11 噺潟 轡■箇5村上町庄内町 中鷹■塞部 属繍■壷物

iz 新潟 繭蒲犀8三僚町一ノ木戸 中厘 五十嵐翼寳 謡 打刃物確石

13 覇潤 三昌繍8野町村 中置庄寳 原七太部 鰯 打刃物蟹石

14 懸潤 三`■ 旧1野町村 中置薄之助 原薄免 罎 打刃物確石

15 斬潟 三5冨脇聾町村 中罎庄五聾 A竹 友簾 ｠ 打丙物砥石

16 新溝 三島o腔罫町村 中履臓次部 小繭暉董 鍾 打刃物確石

17 覇潤 三皇肥 聾町村 中鳳漕左衛門 小川勲 巽部 謡 打刃物砥石

18 緬澗 三畠■唱野町村 中置耶三餌 小顛豊次 M 打刃額彪石

i9 口潮 三島響鵬野町村 中口竹次邸 纏漏竹凍聾 繍製造 打刃物確石

za 願潟 三島饗嘔」野町村 中盧虎次郎 鼻煽武四餌 鋸製適 打刃鞠確石

zｺ 新潟 三島■鵬欝町村 中層平司 片欄平周 8創 適 打男物確石

zz 覇満 三`臨 匿町村 中畳六三部 田中穴太餌 ■脳量 打刀鞠確石

z3 願潟 三轟糧菖卿町村 中鳳口作 離渡翼董 a 打刃物巴石

za 縣潟 三島劉臓舞町村 中置塵避 中川口鷺 饅 打刃物巴石

25 覇潟 三晶闘"町 村 中腫新一M 中川新一餌 鋸 打刃物砥石

26 額溝 三島鯛開■罫町村 中置髄五郎 中川村言 罎 打刃物確石

2ア 新潤 三畠11唱懸町村 中厩秦五郎 中村粂五郎 蟹
■

打刃物賑石

zs 覇潟 薦翔厭〇三儲町 中量穂泊 ■ 打刃物巴石

29 覇潟 爾鷹口冒三轍町一ノ木戸 中畳伊三部 謹 打刃物礒石

ヨo 新溝 三島鱒 欝動村 中厘源二即 柳貞次 縄 打刃物確石

31 新潟 三扇■唱褥 町村 中畳庄作 柳奮六 鷹 打刃物廼石

32 新澗 三島開"町 村 中置久動 柳藁宮 醒 打刃物確石

3ヨ 覇潟 三畠■鵬野尉村 中慶左之介 松村力次 Y 打刃物礪石

ヨ4 緬潤 三島蓼脇罫町村 中腫庄右門 松村繊鷺 隔 打刃物駈石

35 新潟 繭蒲原5三修町大字`田 中厘 深潮伊之動 事了刃物睡石

ヨ6 新潟 三皇■鵬聾町村 中置庄五郁 古見瞳黄 鰐 打刃物確石

37 覇潟 三島口鵬郷町村 中星伊二聾 古見藁三邨 鋸 打刃物砥石

弛 新潤 三`開 聾町村 中巖伊太部 小纏久作 鷹 打刃物確石

39 新潟 三島8脇野町村 中置導一餌 小林尋一郎 鋸 打刃物砥石

40 新潟 三舳開 罫町村 中屋伊吉 小赫吉囮郎 舖 打刃物砥石

41 新潤 三5■鵬罫町村 中置新二郎 小鉾真次 鷹 打刃物罎石

42 新潟 三島闘 野駒村 中腫庄三飾 東庄三郎 鷹 打刃物確石

東末董 鐵 打刃物確石
4ヨ 踊澗 三`■ 唱1罫町村 中置庄太郎

44 新潟 三島響脇懸町村 中雌言三部 粟盲三郎 網 打刃物砥石

4S 新潟 西儲原算薫町 中置血三餌 血三部印鋸鉋 鐘

46 増玉 鱒谷町昌江町3091 中層 松本畳盲 隔犠械工具及附扇品

47 嫡玉 川鶴市 中畳瀧次皿正醜 鷹製適 打刃物確石

48 騨腐 桐生布本町ヨ丁日 中畳熊五郎 aヤ スリ専門 打瑚物礪石

49 縮木 郷須編島山町臓漕町ヨ09 中置 益子嘉盲 萬鱈■金物

50 栃木 上鄭蟹8今市町相生町 中置奮次部 打刃物睡石

51 三重 字治山田市富川町 中鳳 山川浅次餌 各種凹 打刃物確石

sz 長野 諏訪8下 ■tli!町春社六門 中畳 菊買倉麓 鋸艦 打刃物確石

53 福畠 著松布旧労町46 中置 井上重轟葡 各橘簡 打刃鋤確石

sa 椙i 著松市中六日｠f102 中置畢右衛門 各種■ 打刃物砥石

55 福昌 著松市噂鱒町 中昌忠真衛 錫 打刃物確石

56 福島 著糧市悔労町3ヨ 中畳 小昼忠左衛門 各種■ 打刃物確石

57 橘島 著松市材*R1307 中量 佐顧薔兵筍 各禰鋸 打刃物賑石

S8 福島 著松市材木町377 中慶助左衛門 塩野寓董 各樋働 打刃物確石

59 耀手 下嗣伊繍■古潅緬町 中隠徳三 打刃物確石

so 山彫 山形市鍛准町 中躍 井上曹治 鋸臼遮 打刃鵯駈石

61 山形 藁村山冨天童町2ヨ 中置 伊騒九兵衛 ■専門製伶 打刃物砥石

62 山形 山形市伊貿町 中畳庄三餌 鑓製適 打刃物砥石

63 山彫 山形市圏鳳寺町 中屋正光 鋸馴遣 打刃鋤確石

64 山彫 米沢市●漕町 中量 永井太兵衛 ■製遣 打刃物確石

65 山形 米訳市北樋端靭 中置助右衛門 ■製遭 打刃物砥石

66 山形 山彫市臓漕町 中厘源四郎 山形鍾製遣 打刃物砥石

67 山形 稟村山鼻天=h 中厘乙松 認製適 打刃物砥石

68 山瑠 北村山鄭蕎崎村大字聞山 中鳳溺仰 鷹製適 打刃物砥石

69 山形 山形市鍛勘町 中置■三郎 鰯斜適 打刃物樋石

TU 山形 山短市小姓町 中置駈太邸 鯛齪遺 打刃物硬石

71 山形 山形市 働冷陶109 中置時治 ●製遭 打刃物延石

72 山形 西■綱8葉 確町 中腰奮三郎 鋸■逼 打刃物礁石

73 山形 贔上川鰻川 中置槻 山科金仰 山形鋸糟嵐各樋鋸 打刃物砥石

74 山彫 山形市●為町37 中置光三邸 山彫隠展適 打刃物礪石

75 北海逼 旭ll惰二轍通16丁 且 中置愈物店 萬■■金物

76 北渇遡 天監徊層萌椰暫謂市街繭由手辺 中腫 櫓江響次郎 打刃物砥石

77 北鴻遭 胆擁国膚職椰壮曾村 中畳替太部 大工縄下駄編天王青縄製遼 打刃物砥石

78 櫛太 豊原椰■原町西・一峰硝7 中口忠富 鋸、打刃物 打刃物種石

表1『 全 国金 物名

鑑 』による 「中屋」

総 覧(順 番 は掲載

頁による)

18



日本の鋸、その歴史 と現状

図4『 全国金物名鑑』 にみる中屋姓 の全 国分布

(最多は脇野、その右上は三条。この他、東京 ・会津 ・山形が多い)
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、
試

み

に
全

国

の
中

屋
姓

(本
名

あ

る

い
は
商
号

)

を
抜

き
出

す
と
・
表

、

の
よ
う

に
・
全

部

で
七

八
名

が
掲

載

さ
れ

て

い
る
。
昭

和

三
年
時

点

で

の

い
わ
ば

全

国
中

屋
総
覧

で
、
中

屋
が
新
潟

.

山
形

.
会
津

●
東
京

に
多

い
こ
と
、

西
日
本

に
は
三
木

の

天

以
外

に
は
見

ら

れ
な

?

」
と
、
中

国

.
四
国

.
九
州

に
は
見
ら

れ
な

い
こ

と
・
す

べ
て

「中

匡

で

「仲

」

や

「
谷
」

の
字

は
使

わ
れ

て

い
な

い
こ
と
、

な
ど

を
知

る

こ
と
が

で
き
る
。
図

4
は
そ

れ
を
地

図
上

に

表

示

し
た

も

の
で
あ
る
。

以
上

の
よ
う

に
・
現
在

入
手

し

た
資

料

で
見

る
限

り
、

「
中

屋
」

に

つ
い
て

は

「
仲
」

あ

る

い
は

「
谷
」

の
字

は
用

い
ら
れ

て

い
な

い

こ
と
が
判

明

し
た
・

で

は
・

ラ

イ
デ

ン
博

等

の
四
本

の
鋸

の
銘
が

「
屋

で
は
な
く

「
や
」

と

な

っ
て

い
る

の
は
な
ぜ

か
、

そ

の
検
討

を

こ
こ
で
し

て

お
く

こ
と

に
し

よ
う
。

結
論

を

先

に
い
え
ば

、

「
や
」

に
な

っ
て

い
る

の
は

、

こ
の
銘

が
切

銘

す

な

わ

ち
タ

ガ
ネ

で
切

っ
て
刻

み
付

け

る
銘

で
あ

る
か

ら
だ

と

思

わ

れ
る
・

タ
ガ
ネ

で
刻

み
付

け

る
場
合

、

屋

L

の
字

は
線

が
込

み
入

っ
て

い
て
刻

む

の
が

む
ず

か
し

い
。

だ

か

ら
平
仮

名

の

「
や
」

を
使

っ
た

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。

平
仮
名

の
場
合

、
曲

線

が
多

い
か
ら
刻

む

の
が

む
ず

か
し
そ

つ
に
も
思

わ
れ

る
が
、

す
で

に
漢
字

の

zo



場

合

も

「作

」

の
字

な
ど
曲

線

を
多
用

し

て
お

り
、

さ

ほ
ど

む
ず

か
し
く

は
な

か

っ
た

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

さ

て
、
す

で

に
触

れ
た

よ
う

に
、
脇

野

で
見

る
限

り
、
大

正
十

五
年

と
昭
和

三
年

の
人
数

は
と
も

に
三
〇
人

で
、
以

上

の
全

国
的

な
分

布

は
明
治

期

の
状

況

に

つ
な

が

る
も

の
と
推

測

さ
れ

る
。

そ

し

て
ま
た
、
人

数

は
同

じ

で

は
な

い
と
し

て
も
・
鋸
職

の
系
譜

と

し
て

は
・

幕
末

期

に
ま

で

つ
な
が

る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
な

お
、

こ

の
他

に
東
京
府

北
豊
島

郡

尾
久

町

の

「中

信

神

田
信
夫

鋸

」

の

「
中

信

」

は

「
中

屋
」

と

「
信

夫
」

か
ら

の
命

名
、

福

島

県

岩
瀬

郡

須
賀

川

町

の

「
中

多

鋸

店

土
沢

多

一
郎

各

種

鋸
」

の

「
中

多
」

は

「
中

屋
」

と

「
多

一
郎
」

か
ら

の
命
名

で
は
な

い
か
と
思
わ

れ
る

の
だ
が
、

断
言

で
き

な

い

の
で
こ

の
表

か
ら

は
省

い
て
い
る
。

五

東
京
の
中
屋
久
作

日本の鋸、その歴史 と現状

こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
、
東
京

の
三
人

の
中
屋

で
あ
る
。
そ
の
中

に

「中
屋
久
作
」
が
確

か
に
い
る
。

小
石
川
区

氷
川
町

中
屋
丞

鋸

同

西
原
町

二
i
二
九

中
屋
鉄
作

鋸

同

指

ヶ
谷
町
三
五

中
屋
久
作

同

三
人

の
住
所
は
、
明
治
四
+
年

(
一
九
〇
七
)

の

『東
京
市
小
石
川
区
灘

』

に
よ

っ
て
そ
の
位
置
を
地
図
上

に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き

る
。

さ
ら

に
、

そ

の
位

置

を
現
在

の
地
図

に
当

て
は

め
て
検

討

す

る
と
、
文
京

区
白

山

に
含

ま
れ

る
こ
と

が
わ

か
る
。
土

田
氏

に
よ

る

と

「+

五
代
仲
谷
久
作
の
仕
事
場
」
は

葎

田
今
川
橋
か
ら
移
り
、
小
石
川

・
白
山
L

に
あ

っ
た
と

い
(蓼

村
松
氏

も
先

に
見
た
よ
う

に

「小

石
川

区
白

山

に
仕

事
場

を
持

っ
て

い
た
」

と

さ
れ
た
。

ま

た
平
沢
氏

は
、

「
東
京

小
石

川

の
住
人
」

と

し

て
の
中

屋
久

作
を
紹
介

さ
れ

た
。

も
う

ひ
と
り
神

田

の

「中

橋

の
久

作

」
も
紹

介

さ

れ
て

い
る
が
、

こ
れ

に

つ
い
て
は
現
在

の
と

こ
ろ
不
明

な

の
で
し
ば

ら
く
摺

く

と

し

て
、
中

屋
久

作

が
今
川
橋

か
ら
移

っ
て
き
た
、

そ

の
移

転
先

が
白

山

で
あ

る
こ
と

は
ま
ず

間
違

い
な

い
と

い
え
る

だ
ろ
う
。

明
治

四
十

21



年
当
時

「帝
国
大
学
植
物
園
」

(現
、
小
石
川
植
物
園
)
の
あ
た
り

(指

ケ
谷
町

の
す
ぐ
西
北

に
当

た
る
)
が
白
山
御
殿
町
と
な

っ
て
い

て
・
現
在
よ
り
ず

っ
と
狭

い
範
囲
を
指
し
て
い
る
が
、
指

ケ
谷
町
を

示

石
川
の
白
山
L
と
呼
ん
だ
可
能
性
嘩

分
に
あ
る
。

中

屋
久

作

の
住
所

「指

ヶ
谷

三

五
」

は
、

時
代

を

二
〇
年

遡

っ
た
明
治

二
十

年

の

『東
京

五
千

分
壼
実

測
図
』

(内
務

省
地

理
局

)

に

よ
る

と
、
蓮

華
寺

の
す
ぐ
東

に
そ

の
敷

地
位

置

を
確
認

で
き
る
も

の
の
、

地
番

「
三
五
」

の
記

入
が
な

く
、
地

図

の
表

示

は
畑

で
、

宅
地

に
は
な

っ
て

い
な

い
。

す
な

わ
ち
、
「
指

ヶ
谷
三
五

」
は
明

治

二
十
年

以
降

同

四
十

年

ま

で
の
間

に
宅

地

と

し

て
使

え

る
よ

う

に
な

っ
た

可
能

性
が
高

く
・

「中

や
久

作

」
が

ど

こ
か
他

の
と

ツ塔

か
ら

明
治

二
+
年

か
ら

四
+

年

の
間

に

ご
.」
に
移

っ
て
き

た
と
考

え

る

の
が

よ

さ
そ
う

で
あ

る
・

と
す
れ
ば

・
伝

承

に
言

う

「神

田
今

川
橋

」

か
ら
移

っ
て
き
た

と

い
う

の
を
認

め

て
よ

い
の
で
は
な

い
か
。
神

田
今

川

橋

は
・

現
在

の
J

R
神

田
駅

の
東

の
あ

た

り

に
あ

っ
た
。

旧
日
本

橋
区

と
京
橋

区

の
境

に
位
置

し
、
現
在

の
室

町

四
丁
目

と
本

町

四
丁
目

の
す
ぐ
北

に
な

る
。

昭
和

二
十
年

の
地

図

で

は
ま
だ
川

が

あ

り
、

「今

川
橋

」

が
架

か

っ
て

い
る
が
、

昭
和

三
十

三
年

の
地

図

で

は
川

も

橋

も
姿
を

消
し

て

い
る
。

オ
ラ

ン
ダ
商
館

長

が
江
戸

参
府

の
際

に
宿
泊

し

た
長

崎

屋

は
本

石
町

三
丁
目

に
あ

っ
た
と
さ

れ

て

い
る
。

現
在

の
本

町

四
丁

目
あ

た

り

で
あ

る
。

こ
こ
か
ら
今

川
橋

ま

で
は
実

に
近

い
こ
と
を
確

認

し

て
先

に
進

も
う
。
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六

長
崎
屋
と
の
関
係

昭
和
三
年
当
時

鋸
製
作
者

と
し
て
の
中
屋
の
居
住
地

は
脇
野
町
、
山
形
、
会
津
、
東
京
が
多
く
、
中
屋
は
商
.写
で
本
名

は
別

で
あ
る

こ
と
を
述

べ
た
・
ま
た
脇
野
町

の
項
で
、
中
屋
庄
三
郎

の
商
号
か
ら
判
断
し
て
本
名
は
東
姓

で
は
な

い
か
と
指
摘
し
た
。
昭
和
五
±

年

の

『脇
野
町
鋸
師
弟
誰

の

「
組
合
員
名
簿
」

に
は
、
組
ム
・
口貝
五
九
訴

)・つ
ち
中
屋
姓
四
八
名
が
示
さ
れ
て
お
り
、
先
に
示
し
蝶

正

十

五
年
、

昭
和

三
年

の
資
料

と
合

わ
せ

て
整

理
す

る
と
表

2

の
通

り
と
な

る
。

こ
れ

で
中
屋
庄

三
郎

は
東
姓

で
あ

る

こ
と
が
明

ら

カ
と
な
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る
。

ま

た
・

商
号

あ

る

い
は
本

名

に

「久

」

や

「作

」

の
字

を
含

む
者

は

い
る
が
、
中

屋
久

作

は

い
な

い
こ
と
も
確

認

さ
れ
る
。
全

国

一

の
鋸
産
地

脇
野

に
は
中

屋
久

作

は

い
な

か

っ
た
。
表

1
や
表

2
で
明

ら

か
な
よ
う

に
、

三
木

に
は
中

屋

は

一
名

し

か
見

ら
れ
ず
、
中

屋
久

作

は

い
な

い
。

ま

た
三
条

や
与
板

、

あ

る

い
は
山

形
や
会

津

に
も

い
な

い
。

東
京

に
し

か
そ

の
存
在

を
確
認

で
き
な

い
。

天

二
〇
年

こ

ろ
も

そ
う

な

の
か
、
裏
付

け
る
資
料

を
欠

く
が

、
す

で

に
見

た

よ
う

に
、

大

正
+

五
年

と
昭

和

三
年

の
様
相

か
ら
見

て
、

商

号

は
継

承

さ
れ

る

こ
と
が
多

い
か
ら
、

江
戸

時
代

の
中

屋
久
作

も

や
は

り
江
戸

に

い
た
可
能

性
杢

.同
い
ξ

口
っ
て
よ

か
う

つ
。

そ
し

て
、

そ
の
居
住
地
は
、
現
在
入
手
し
た
資
料

で
見
る
限
り
で
は
神

田
の
今
川
橋
で
あ

っ
た
可
能
性
が
{目同
い
。

す
で
に
指
摘
し
た
が
、
今
川
橋
は
長
崎
屋

の
あ

っ
た
本
石
町
三
丁
目

に
極
め
て
近

い
。
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
三
人
が
長
崎
屋
で

「
中
や
久

作
」
銘

の
鋸
を
入
手
し
、
「中

や
久
作
」
は
近
く
に
住
ん
で

い
て
、
そ

の
製
作
物
が
長
崎
屋

に
持

ち
込
ま
れ
た
、
と

い
う
可
能
性
を
考

え

る
必
要
が
あ
る
。

ハ
の
　

フ
ィ

ッ
セ

ル
は
日
記

の

一
八

二
二
年

三
月

二
十

七
日
条

に
こ
う
書

い
て

い
る
。

此
虚

に
て
も
商

人

又
は
行
商

人
来

り

て
、
我

等

に
美

し
き
物

品
を
勧

め

し
が
、

通
常
長

崎

に
て
求

む

る
よ
り
も
余

程
安
価

に
て
、
且

つ
品
質

も
遙

に
優
良

な

り
き
。

「此
庭

」

と

は
長
崎

屋

で
あ

る
。
商

人
が
品

物

を
売

り
込

み

に
来

て

お
り
、

長
崎

よ

り
良

い
品
を
安

く
入
手

で
き
る

と

い
う
。
大

工
道

具

が

そ

の
中

に
入

っ
て

い
た
か
ど
う

か
は
不

明
だ

が
、

「
中

や
久
作

」

銘

の
鋸

を
、

三
人

の
商

館

員

が

い

つ
ζ

」
で
、

ど

の
よ

う
な

理
由

で

入
手
し
た
か
、
蓋
然
性

の
あ
る
説
明
が
全
く
見
当
た
ら
な

い
今
、
長
崎
屋
の
近
く

に
中
屋
久
作
が
住
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
看

き

き

む

過

す
る

わ
け

に
は

レ
く
ま

レ
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お
わ
り
に
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ラ
イ
デ

ン
博

に
所
蔵

さ

れ
る

「中

や
久
作

」
銘

の
鋸

が
長
崎

屋

で
入
手

さ
れ

、
そ

れ
は

「中

や
久

作
」

が
近

く

の
今
川
橋

近

辺

に
住

ん

で

い
た

か
ら

で
は
な

い
か
と

の
見
解

を
以
上

に
示

し
た
。
裏

付

け

る
確

実

な
資

料

を
欠

く
も

の
の
、

昭
和

三
年

に
お
け

る
中

屋

の
全

国
的

分
布

や
脇

野
町

を
例

に
し
た
鋸
製

作
者

の
商

号
と
本

名

の
関

係

、
師
弟

の
系
譜

な

ど
を

も
と

に
、

そ

の
蓋

然
性

が
高

い
の
で
は
な

い
か
と

指
摘

し

た
。

と

こ
ろ

で
、

現
在
、

脇
野

町

の
鋸

製
作

の
実
情

は
ど
う
な

っ
て

い
る

か
。

一
九
九
九
年

八
月

の
東

賢

一
郎

氏

の
教

示

に
よ

る
と
、

三
島

町

の
鋸

製
造
者

は
な

ん
と
わ
ず

か

二
軒

、
中

屋
長

二
郎

(実
名

東

長

一
・

息

子
賢

一
郎
)

と
中

屋
仁
左

衛
門

、

こ
れ
だ

け

で
あ

る
。

な
ぜ

こ
の
よ
う

に
急

激

に
減
少

し

た

の
だ

ろ
う

か
。

伝

統
的

な
鋸

は
、
切

れ

な
く
な

る

と
目
立

て
を
す

る
。
目

立

て

に
は
鋸

一
本

に

つ
き

ヤ

ス
リ

ニ
本

を
使

う
。

ヤ

ス
リ

一
本

は
六

〇
〇
円

で
、

手
間

賃
を
入

れ

る
と
鋸

一
本

の
目
立

て
代

は
少

な

く

と
も

一
五
〇
〇

円

に
な

る
。

と

こ
ろ
が
現

在
、
使

い
捨

て
の
鋸

、

つ
ま

り
切

れ

な
く

な

っ
て
も
目

立

て
を
せ
ず

に
捨

て

て
新

し

い
も

の
を
使
う

、

そ

の
よ

う
な
鋸

が

一
本

三
〇

〇
円

で
手

に
入

る
。

ニ
ク

ロ
ム
線

を
熱

し

て
瞬
時

に
焼
入

れ

す

る

「衝

撃
焼

入
れ

」
鋸

が
普

及

し
、
使

い
捨

て

の
鋸

が
多

く
流

通

す
る
よ

う

に
な

っ
た
。

三
本

八
〇
〇

円

と

い
う

よ

う

な
売

り
方
ま

で

し

て

い
る
。

こ
れ

で
は
目
立

て
を

必
要

と
す

る
鋸
を
買

う
者

は

い
な
く

な
る
。
伝

統
的

鋸

は
、

か
く
し

て
急

速

に
消
え

つ
つ
あ

る

の
だ

と
言
う
。

確

か

に
、
鋸

に
限

ら
ず

、
使

い
捨

て

の
考

え
方

が
増

え

て

い
る
。
文

化
全
般

が
使

い
捨

て
に
な
り

つ
つ
あ

る
今

、
鋸

も
例

外

で
は

い
ら

れ
な

い
。

鋸

は
、

そ

の
作

り
方

も
、
使

い
方

も
、

そ
し

て
鋸

を
使

っ
て
生

み
出

さ
れ

る
建
築

も
、

す

べ
て
時

代

と
文

化

の
所

産

な

の
だ

が
・

そ

れ
が
今
消

え

つ
つ
あ
る
。
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伝
統
的

鋸

が
消

え

つ
つ
あ

る

の
を
止

め

る

に
は
ど
う

し
た

ら
よ

い
か
、
今

す

ぐ

に
名
案

は
な

い
。

こ
そ
、

鋸

の
歴
史

を
検
討

す

る
意

味

は

い
よ

い
よ
大

き

い
、

と
言

え
る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

し

か
し
、

こ

の
よ
う

な
時
節

だ

か
ら

26

註(-
)

西
和
夫

の
偵

マ
テ
ィ

・
フ
ォ
ラ

⊥

一フ
イ
デ

ン
国
立
民
族
学
博
物
館
)
、

フ
ォ
マ

.
く

に
子

(
↑

グ
市
、
王
立
図
書
館

)
、
波
多
野
純

(
日

本
工
業
大
学
)
・

田
中
厚
子

(ア
ク
セ

ス
住
環
境
研
究
所
)
、
小
沢
朝

江

(湘

北
短
期
大
学

)
、
山
田
由
香

里

(神
奈
川

大
学
大
学
院
)

の
七
名

の
共

同
研
究

で
あ
る
。

(2
)

西
和
夫

海

を
渡

っ
た
大
工
道
具

長
崎
出
島
か
ら
ラ
イ
デ

ン
へ
L
罠

具

マ
ン
ス
リ
⊥

篁

一三

巻
五
口万
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研

究

所

一
九
九
九
年

八
月
。
西
和
夫

・
波
多

野
純

由

中
厚
子

・
小
沢
朝

江

・
山
田
由
香
里

「
ブ

・
ム
ホ
フ
、

フ
ィ
ッ
セ
ル
、

シ
条

ル
ト
収
集

に

な
る
日
本
の
大
工
道
具
と
そ
の
収
集
経
緯
」、
波
多
野
純
他

「絵
画
史
料
等

に
よ
る
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵
大
工
道
目
お

検
討
」
百

本

 建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』

一
九
九
九
年
九
月
。

(
3
)

村
松
貞
次
郎

『
大
工
道
具

の
歴
史
』
岩
波
新
書
、

一
九
七
三
年

。

(4
)

註

(
3
)
に
同
じ
。

(
5
)

毎
日
新
聞
社
、

昭
和
五
十

三
年
。

(
6
)

土

田

一
郎

『
日
本

の
伝
統

工
具
』

S
D
選
書
、
鹿
島
出
版
会
、

一
九

八
九
年
。

(
7
)

吉
川
金
次

『
も

の
と
人
間

の
文
化
史
、
鋸
』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九

七
六
年
。

(8
)

平
沢

一
郎

『産
業
文
化
史
、
鋸
』
ク
オ
リ
、

一
九

八
〇
年
。

(9
)

『新
修

京
都
叢
書

第

三
巻
』
光
彩
社
、
昭
和

四
十
三
年
。

(
10
)

竹
中
大

工
道
具
館

、

一
九
八
九
年
。

(
11
V

『
三
木
金
物

問
屋
史
料
』
永
島
福
太
郎
編
著
、
思
文

閣
出
版
、
昭
和
五
十
三
年
。



(
12
)

上
巻
、
三
島
町
史
編
集

委
員
会
、
昭
和
五
十
九
年
。

(
13
)

註

(
8
)
に
同
じ
。

(
14
)

和
田
仁
義
編
集
、
東
京
金
物
新
報
社
、
昭
和

三
年
。

(
15
)

『東
京

郵
便
局

明
治

四
十
年

東
京
市
十

五
区
番
地
介
入
地
圖
』
人
文
社
、
昭
和

六
十

一
年
。

(
16
)

註

(6
)
に
同
じ
。

(17
)

大
日
本
測
量
㈱
資
料
調
査
部
複
製
。

(
18
)

脇
野
町
鋸

工
業
協
同
組
合

二
二
島

町
商

工
会
、
昭
和
五
十

一
年
。

(
19
)

山

田
由
香
里

「
脇
野
鋸
鍛
冶

の
銘

に

つ
い
て
」

(第

2
回
大

工
道

具
研
究
会
、

一
九

九
九
年

八
月

)
に
よ
る
。
な

お
・

こ

の
研
究
会

で
は
・
波
多

野
純

「
板
厚
か
ら
み
た
大
鋸

の
導
入
時
期
と
地
域
展
開
」
、
田
中
厚
子

「
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ

ュ
美
術
館

の
川
原
慶
賀

の
論
文
紹
介
」
、
小
沢
朝
江

「
コ
ペ

ン

ハ
ー
ゲ

ン
国
立
博
物
館
所
蔵
大

工
道
具

に

つ
い
て
」

な
ど
の
報
告
が
あ

っ
た
。

(
20
)

異
国
叢
書

『ズ

ー
フ
日
本
回
想
録

・
フ
ィ

ッ
セ

ル
参
府
紀
行
』
雄
松
堂

、
昭
和

二
年
初
版
、
昭
和

四
十

一
年
復
刻
。

(
に
し

・
か
ず

お

日
本

建

築

史

)

日本の鋸、その歴史 と現状
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